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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成26年7月10日(2014.7.10)

【公表番号】特表2014-504294(P2014-504294A)
【公表日】平成26年2月20日(2014.2.20)
【年通号数】公開・登録公報2014-009
【出願番号】特願2013-544725(P2013-544725)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  35/26     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  35/26    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｔ
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ｃ１２Ｎ   5/00    １０２　

【手続補正書】
【提出日】平成26年5月23日(2014.5.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　がん細胞に結合する１つ又は複数のタグ付きタンパク質の配合物と同時に又は別々に被
験体に投与される、
前記タグ付きタンパク質に結合し、がん細胞死を誘導する１つ又は複数の治療的に有効な
抗タグキメラ抗原受容体（ＡＴ－ＣＡＲ）発現Ｔ細胞集団
を含む、抗がん剤。
【請求項２】
　がん細胞に結合する少なくとも２つのタグ付きタンパク質の配合物と同時に又は別々に
被験体に投与される、
前記タグ付きタンパク質に結合し、がん細胞死を誘導する少なくとも２つの治療的に有効
なＡＴ－ＣＡＲ発現Ｔ細胞集団
を含む、抗がん剤。
【請求項３】
　各々のタグ付きタンパク質の配合物のタグが同じであるか又は異なり、該タグがフルオ
レセインイソチオシアネート（ＦＩＴＣ）、ストレプトアビジン、ビオチン、ヒスチジン
、ジニトロフェノール、ペリジニンクロロフィルタンパク質複合体、緑色蛍光タンパク質
、フィコエリトリン（ＰＥ）、ホースラディッシュペルオキシダーゼ、パルミトイル化、
ニトロシル化、アルカリホスファターゼ、グルコースオキシダーゼ及びマルトース結合タ
ンパク質からなる群から選択される、請求項１又は２に記載の抗がん剤。
【請求項４】
　各々のタグ付きタンパク質の配合物のタンパク質が同じであるか又は異なり、該タンパ
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ク質が抗体又はその抗原結合フラグメントである、請求項１～３のいずれか一項に記載の
抗がん剤。
【請求項５】
　前記抗体又はその抗原結合フラグメントが、セツキシマブ、ニモツズマブ、パニツムマ
ブ、リツキシマブ、オマリズマブ、トシツモマブ、トラスツズマブ、ゲムツズマブ、アレ
ムツズマブ、ベバシズマブ、又はそのいずれかの抗原結合フラグメントである、請求項４
に記載の抗がん剤。
【請求項６】
　各々のＡＴ－ＣＡＲ発現Ｔ細胞集団のＡＴ－ＣＡＲが同じであるか又は異なり、該ＡＴ
－ＣＡＲがタグ結合ドメイン、膜貫通ドメイン及び活性化ドメインを含む、請求項１～５
のいずれか一項に記載の抗がん剤。
【請求項７】
　前記タグ結合ドメインが抗体又はその抗原結合フラグメントである、請求項６に記載の
抗がん剤。
【請求項８】
　前記タグ結合ドメインがＦＩＴＣ、ビオチン、ＰＥ、ヒスチジン又はストレプトアビジ
ンに特異的に結合する、請求項６に記載の抗がん剤。
【請求項９】
　前記抗原結合フラグメントが一本鎖可変フラグメント（ｓｃＦｖ）である、請求項７に
記載の抗がん剤。
【請求項１０】
　前記抗原結合フラグメントが、ＦＩＴＣ、ビオチン、ＰＥ、ヒスチジン又はストレプト
アビジンに特異的に結合する一本鎖可変フラグメント（ｓｃＦｖ）である、請求項７に記
載の抗がん剤。
【請求項１１】
　前記膜貫通ドメインがヒトＣＤ８α鎖のヒンジ領域及び膜貫通領域である、請求項６に
記載の抗がん剤。
【請求項１２】
　前記活性化ドメインがＣＤ２８の細胞質領域、ＣＤ１３７（４１ＢＢ）の細胞質領域、
ＯＸ４０、ＨＶＥＭ、ＣＤ３ζ及びＦｃＲεのうち１つ又は複数を含む、請求項６に記載
の抗がん剤。
【請求項１３】
　各々のＡＴ－ＣＡＲ発現Ｔ細胞集団のＴ細胞が同じであるか又は異なり、該Ｔ細胞が、
末梢血単核細胞（ＰＢＭＣ）に由来する任意のＨＬＡバックグラウンドのＴ細胞、前記被
験体の腫瘍移植片から単離されたＴ細胞、及び前記被験体の腫瘍内Ｔ細胞からなる群から
選択される、請求項１～１２のいずれか一項に記載の抗がん剤。
【請求項１４】
　各々のＡＴ－ＣＡＲ発現Ｔ細胞集団のＴ細胞が、ＨＬＡ－Ａ２＋末梢血単核細胞（ＰＢ
ＭＣ）からなる、請求項１～１２のいずれか一項に記載の抗がん剤。
【請求項１５】
　前記タグ付きタンパク質の配合物（単数又は複数）が、前記治療的に有効なＡＴ－ＣＡ
Ｒ発現Ｔ細胞集団（単数又は複数）の投与の前に前記被験体に投与される、請求項１～１
４のいずれか一項に記載の抗がん剤。
【請求項１６】
　前記タグ付きタンパク質の配合物（単数又は複数）が、前記治療的に有効なＡＴ－ＣＡ
Ｒ発現Ｔ細胞集団（単数又は複数）の投与の後に前記被験体に投与される、請求項１～１
４のいずれか一項に記載の抗がん剤。
【請求項１７】
　前記タグ付きタンパク質の配合物（単数又は複数）及び前記治療的に有効なＡＴ－ＣＡ
Ｒ発現Ｔ細胞集団（単数又は複数）が、任意の順序で前記被験体に投与される、請求項１
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～１４のいずれか一項に記載の抗がん剤。
【請求項１８】
　前記タグ付きタンパク質に結合するＡＴ－ＣＡＲ発現Ｔ細胞が、細胞傷害性Ｔ細胞活性
化を誘導する、請求項１～１７のいずれか一項に記載の抗がん剤。
【請求項１９】
　前記被験体がヒトである、請求項１～１８のいずれか一項に記載の抗がん剤。
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